
研究計画調書作成に
あたっての留意点

研究支援部研究企画推進課



細目表キーワード以外でより適切なキーワード
があれば、１つを限度として記入できる。

自動表示されるの
で、内容を確認

「学内共同利用施設等」 → 所属のセンター
名等に書き換える。

「その他」「研究員」 → 実際の職名に書き換える。

４０字以内。

千円単位で入力
桁数誤りに注意！



1,500

500

学内、学外ともに研究分担者
の平成25年度経費は必須。

但し、基盤研究（C）・挑戦的萌

芽研究で研究計画２年度目以
降から参画予定の場合は、研
究経費及びエフォートは「0」に
する。

自動計算した額が
前ページの25年度
経費と一致させる。

2,000



破線の位置を変えないこと。
（下に広げないこと。）

研究目的の概要について簡潔
にまとめること。

研究計画・方法の概要について
簡潔にまとめること。

破線の位置を変えないこと。
（下に広げないこと。）



「研究代表者（二重下線）」、
「研究分担者（一重下線）」、
「連携研究者（点線）」

研究代表者・分担者欄全体での
通し番号を付す。

連携研究者欄は二重線で区別。

連携研究者欄内での通し番号
を付す。

研究代表者・分担者の業績が次頁以降にわ
たる場合は、その後に連携研究者の業績記
入欄を設ける。



研究分担者として参画したものについて
も記述できる。

また、平成１９年度以前の科学研究費補
助金において、研究費の配分を受けない
研究分担者として参画したものについて
も記述可。

「研究計画・方法（概要）」欄に記述した内容
と照らして記述すること。
該当しない場合は「該当なし」と入れること。



何をどれだけ購入するのか、
できるだけ具体的に記入。

行き先、期間等、できるだけ
具体的に記入。

年度毎に線を引いて区分。
また、年度ごとに合計金額を
記入。

いずれかの年度において「設備備品費」、
「旅費」、「謝金等」のいずれかの費目が
研究経費の９０％を超える場合及び「そ
の他」の費目で特に大きな割合を占める
経費がある場合は、当該経費の必要性
を「研究経費の妥当性・必要性」欄に記
述する。



研究分担者等の場合、（）書きで
研究代表者等の氏名を記入。

連携研究者として参画する
ものは記入不要。

研究代表者等の場合、平成25年

度に受け入れる分担金を除いた
金額を記入し、研究期間全体で受
け入れる分担金を除いた総額を
（）書きで記入。

研究分担者等の場合、平成25年

度に受け入れる分担金額を記入し、
研究期間全体で受け入れる分担
金総額を（）書きで記入。



学内提出期限

１０月２２日(月)
全研究種目・全手続き・全部局共通


